
 

特定非営利活動法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 

3 月 11 日に発生した東北地方

太平洋沖地震で被災された皆様

に心よりお見舞い申し上げます。

今後は、被災者のニーズに沿っ

た、長期間にわたる継続した支援

が必要となります。 

NPO クラブは、ちばＮＰＯ協議

会と連携し、「ちばのＷＡ！基金」

を窓口として、寄付を呼びかけて

いきます。 

【寄付金振込先】 
受付期間：4/11～７月末日 

郵便振替口座 

00160-9-567553ＮＰＯクラブ 

ゆうちょ銀行〇一九（ゼロイチキュウ）店 

当座0567553 
通信欄に「震災支援金」と明記してください。 
 
振込に関してのお問い合わせは 
ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 
（ＮＰＯクラブ）まで 
TEL：043-303-1688 FAX：043-303-1689 

検討会議 
ちばのＷＡ！運営協議会 
ちばNPO協議会 

県内の被災地（主に香取市）で支援活動を
しているＮＰＯ 

日本財団「ＲＯＡＤプロジェクト」 
（TEL 0120-65-6519） 
国内外で様々な社会貢献活動を行っている日本財団の経験を活か

し、主に親を亡くした子どもたちへの支援や、特別な介助が必要な

障害者や高齢者、心身の病に苦しんでいる方たちへの支援を行いま

す。 http://canpan.info/open/news/0000006465/news_detail.html

被災者をＮＰＯとつないで支える 
合同プロジェクト（つなプロ） 

避難所において特別なニーズを持つ少数の被災者（妊産婦、軽度の

要介護者、精神的要支援者、外国人、障がい者、アレルギーや難病

の患者支援等）へのピンポイントな専門支援を中心に、専門性を持

つ全国のＮＰＯ・機関・企業等と被災地をつないで支えるプロジェ

クトです。 

【プロジェクト構成団体】NPO 法人せんだい・みやぎ NPO センタ

ー、日本財団、スペシャルサポートネット関西、NPO 法人ETIC、IIHOE

［ 人 と 組 織 と 地 球 の た め の 国 際 研 究 所 ］

http://blog.canpan. info/tsunapro/ 

その他の義援金・寄付金の受付窓口（詳細は各ホームページでご確認ください） 

●旭市災害義援金（旭市役所会計課 TEL 0479-62-5335） http://www.city.asahi.lg.jp/section/kaikei/kaikei_001.html

●千葉県共同募金会（TEL 043-245-1721） http://www.akaihane-chiba.jp/ 

●中央共同募金会（TEL 03-3581-3846） http://www.akaihane.or.jp/topics/detail/id/61/ 

●日本赤十字社 東北関東大震災義援金担当（TEL 03-3437-7081） http://www.jrc.or.jp/ 

○千葉県災害ボランティアセンター（千葉県社会福祉協議会内） 

TEL 080-1397-6113・080-1397-6122 http://chiba-saigai-vc.info/



  

       助成財団は社会的成果が見える事業を求めている  
          －信頼されるパートナーとなるために－ 

       松原 明さん（NPO法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会 副代表理事） 

 
 

NPO にとって民間助成金は頼りになる資金源。それぞれの特徴を学び、事業計画に合

うものを選んで応募することは、団体の資金調達力を高める機会となります。 

   ああ 

・NPO法人あじさいの会 池田直道さん－損保ジャパン記念財団 丹保有充さん （損保ジャパン記念財団「NPO基盤強化資金助成」）

                     ・NPO法人日本プロライフガード協会 井上幹生さん－日本財団 和田真さん  

                                    （日本財団「海や船に関する事業助成」）

                     ・NPO法人スマイルクラブ 大浜あつ子さん－三菱財団 水野淳二郎さん  

                                    （三菱財団「社会福祉事業並びに研究助成」）

                     ・NPO法人コミュニティワークス 中本小百合さん－NPOクラブ 牧野昌子さん 

                                          （NPOクラブ「一歩くん募金」）

助成財団の側も、助成金によって成果が一段階高まり、社会に広く発信できるような

事業を求めています。 

2月26 日、「NPO 支援財団研究会」※とNPO クラブが千葉市でシンポジウムを開催。

県内各地から100名が参加しました。その内容の一部をご紹介します。 

パネラーの皆さん 

●基調講演 

個別相談では参加者から具体的な相談
が寄せられました。 

定員120名の会場は満席でした。 

●事例報告＆パネルディスカッション登壇者 

NPO支援財団研究会・千葉県シンポジウム「地域社会の活性化のために 民間助成金をどう活かすか」報告 

※ NPO支援財団研究会 
NPO 活動への支援を行っている助成財団・経団連・共同募金会・NPO 関係者・学
識者等が参加して2001年に発足。全国各地で公開シンポジウムを開催するほか、
政策提言などを行っている。今回のシンポジウムには以下の財団が参加した。

【参加財団】キリン福祉財団、笹川平和財団、損保ジャパン記念財団、日本財団、
三菱財団、読売光と愛の事業団、助成財団センター 

→通常経費ではなく、新規事業
展開などの段階で活用する 

2.実現性のある解決策を提案しよう！

3.申請前に団体内部でしっかり確認しよう！ 

1.団体の事業計画上に助成金申請

を位置づけよう！ 

→「こんなに大変な問題がある」
だけの申請書は× 

→企画案・スケジュール・予算書は
連動している？ 

→提案内容をメンバーで読み合わせ、共有する 
誤字、脱字や計算まちがいもチェック 

●千葉県NPO情報ネット http://www.chiba-npo.jp/ 

●シーズ・市民活動を支える制度をつくる会（NPOWEB）http://www.npoweb.jp/

●日本財団公益コミュニティサイトCANPAN https://canpan.info/ 

●公益ポータルサイトちばのWA！ http://chibanowa.canpan.info/ 

助成金に関する
情報サイト 

4.全額助成は少ない 

→落ちても企画を練り直して
再チャレンジしよう！ 

→NPO も社会の動きを伝えよう！ 

1.ミッション（目的）実現の 

パートナーを求めている 

2.助成金のコストパフォーマ

ンス（費用対効果）を重視する 

3.長期的な助成はしない 

→募集要項から読み取ろう！ 

→企画力が問われる！ 

→助成終了後も継続できる事業を
提案しよう！ 

→自己資金を確保した上で
提案しよう！ 

5.競争率は高い 

6.時代のニーズに合うプログラムを

提案したい 



 

ちば子ども学研究会のプレゼン 

2010 年度「一歩くん募金」には県内 22 団体から応募があり、書類による第

一次選考を経て、2 月 19 日の公開選考会には 7 団体が参加しました。 

各団体のプレゼンテーション、選考委員による投票と討議の結果、下記４団

体に総額 171 万円の助成を決定しました。 それぞれの事業については、

「公益ポータルサイトちばのＷＡ！」（http://chibanowa.canpan.info）で報告

書を公開する予定です。 

なお、2010 年度は生活クラブ生協千葉より 70 万円のご寄付を頂きました。

団体名 所在地 事業名 事業の概要 助成額 

NPO 法人 

いちかわ市民文化
ネットワーク 

市川市 チャレンジド・アーツ教室 
障害児者を中心とした舞台芸術教室を

月 3 回開催 
500,000

NPO 法人 

生活自立研究会 
南房総市 

びわ葉茶増産による工賃

アップ 

びわの木の剪定時期に確保した大量の

びわ葉を保存する冷蔵庫を購入し、作

業所利用者の工賃向上を図る 

500,000

ちば 
子ども学研究会 

千葉市
子ども向けイベント実践ガ

イドブック発行事業 

小学生向け企画の実践事例･プログラム

の立て方･ポイントをまとめたガイドブック

を作成し、市内の団体に配布 

210,000

NPO 法人まどろみ 千葉市 訪問美容サービス 
福祉施設・障害者施設･病院等で訪問

理・美容サービスを提供 
500,000

    1,710,000

     寄付を集めて 事業のステップアップを応援！「ちばのＷＡ！基金」 
  

●5/28（土）11:00～15:00 
●ホテルメイプルイン幕張  
     駐車場・1 階研修室 
（千葉市花見川区幕張本郷 1-12-1 JR 幕張

本郷駅・京成幕張本郷駅南口より徒歩 2 分）

●出展予定 
 福祉作業所・NPO 等 20 団体、 
 農業関係団体・生協生産者等 
 30 団体 

●内容 
 農産物・農産加工品販売、 
 福祉作業所製品販売、 
 体験コーナー、 
 就農支援・研修相談、 
 パネル展示など 

●主催 
ちばユニバーサル農 業 フェスタ
実行委員会 

千葉県は全国第 2 位の農業

生産県ですが、担い手の高齢

化による離農が進み、遊休農

地が増大しています。 

一方では農地を守る活動、団

塊シニア・都市住民への就農

支援、「チャレンジド（「障害者」

よりも広い概念）」と農業をつな

ぐ活動も広がっています。 

様々な人々が農業を通じて出

会い、交流し、働きあう「ユニバ

ーサル農 業 」の考 えを広 め、

「農 の価 値 」を社 会 的 に発 信

する「ちばユニバーサル農業フ

ェスタ」を開催します。 

ぜひお出かけください。 

★問い合わせ 
NPO 法人地域創造ネットワークちば    TEL 043-270-5601  FAX 043-270-5602 
                        h t tp ://www2.ocn .ne . jp/~ t i i k i ne t/  
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